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研究成果の概要（和文）：本研究の実施過程の中で、以下のような点が明らかになった。1）日本では「運命
観」、「清貧の思想」、「間人主義」等という「世間・運命観」的な人生観・価値観が存在する。2）これは
「ロボット観」や「社会的公正観」、「日本的倫理・美的融合意識」（「もののあわれ」的意識など）と一体と
なり、「包括的人生観」を形成している。これはさらに政治関心や企業倫理などとも関連する。3）他のアジア
にもこのような「包括的人生観」的な意識があるが、これは「情実的な意識」などと融合している。2019年度以
降においては、この知見をさらにスウェーデンの調査や過去のドイツ調査の内容と比較して日本やアジアの知見
を詳しく分析した。

研究成果の概要（英文）：In this research, the following points were clarified. 1) In Japan, there is
 a set of world-views leading to alternative awareness to overcome so-called techno-determinism. 
This set of views consists of critical views to enable people to find problems of 
techno-determinism. This set of alternative views tend to put emphasis on values which can’t be 
reduced to mere materialism, 'confusion of scientific truth and meanings of life' and determination 
of modern Western subject on other matters in life such as imagination (Eibildugskraft),
common-sense, sympathy wiith others and so on. 2) This set of views is found to be integrated with 
‘robot view,’‘social fairness view(publicness),’ ‘interest in environmental problems,' ‘
business ethics,’ and others. This means that people’s views on robots or information technology 
are on a kind of broad cultural and existential horizon. 3) We found presence of similar views on 
life in other Asian countries and in Sweden too.

研究分野： 情報倫理

キーワード： 情報倫理　ロボット倫理　存在論　日本的価値観　比較情報倫理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
深層学習における数学では、勾配ベクトルが先にあってそこから時間的には先存在的なものであるはずの元の関
数（偏微分されてベクトル化された関数）が事後的に「（再）構成」されるという時間の遡り的な手順が実施さ
れる。つまり、もともとなかったはずの関数が事後的に作り出される。ここから示唆されるのは、数学的真理は
「構成されたもの」、「人の意志」を含む複合的なものだという見方である。この見方を技術決定論的な問題に
つなげるためには、真理や事実の「帰属性」の議論（ハイデガーやメルロ＝ポンティ、西田、木村敏らが示唆す
る）が必要となる。本研究の意義は、その問題を日本的な価値観・人生観の問題と結びつけて論じた点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の先行研究である「情報化時代における東アジアの価値観調査」では、以下のような点が
明らかになっている。1）日本人は「運命観」、「清貧の思想」、「間人主義」（濱口惠俊の用語）等
という「世間・運命観」的な人生観・価値観をもっている。2）これは「ロボット観（いわゆる
「アニミズム」的、あるいは汎生命論的なものの見方に基づく）や「社会的公正観（公私混同を
嫌い、公正さや無私の精神を重視する）、「日本的倫理・美的意識融合意識（「もののあわれ」的）」
と一体となり、一種の「鳥瞰図的意識」、「包括的人生観」のようなものを形成している。3）こ
の「包括的人生観」は政治関心度や環境問題への関心度、地域活性化への関心、企業倫理的な意
識を規定する（あるいはそのような関心・意識と相関性を持つ）基盤的な価値意識のような役割
を演じている。4）中国や韓国にもこのような「包括的人生観」や「世間・運命観」的な意識が
あるが、これはしばしば「情実的な意識」などの伝統的・前近代的な人間関係に関わる意識と融
合している。今回の東南アジア調査は基本的に「東アジア」調査の延長線上に位置するものであ
り、すでにベトナムとタイ、インドネシア等で調査を実施した。ベトナムの調査結果（男女 300
名）を分析したところ、上記の「包括的人生観」、「世間・運命観」的意識・ものの見方に関する
図式の存在は確認されたが、これは贈り物や便宜のやりとり、肉親の相互扶助などといった人間
関係のありかたに関する意識を含む伝統的人間観（と思われるもの）と強く連動するものでもあ
った。一方、この分析の知見を踏まえて 2014 年の台湾学生調査（台湾政治大学の学生を対象）
を再度分析したところ、台湾（台湾学生）ではこれとは違う傾向も見られた。つまり、そこでは、
「情実」、「公私混同」、「便宜のやり取り」などが統一された価値観を形成していないのであり、
その意味で日本に近い結果となっている。 
 
２．研究の目的 
われわれがこれまで行ってきたこと(この研究が最終的に目指すところ)の趣旨を整理すれば、
「多様な論理の可能性」をさぐるということであろう。その場合、可能性の条件の探索の出発点
になったのは、日本文化を特徴づける「非西洋的な論理」（主語中心の論理やそれと連動する世
界観につながる）であり、また、それとつながりをもつ西洋における「オルタナティヴ」な思想
であったといえよう。 「オルタナティヴ」な思想や論理の探究だけだと、類似の試みは多数存
在するとも言えるが、われわれが重視したのは、そのような「オルタナティヴ」な思想や論理（た
とえば「もののあはれ」的な世界観あるいは「述語の思想」（木村敏や中村雄二郎らの）、「詞と
辞の相互規定としての日本語の構造とそれにかかわる論理」（時枝誠記や小林秀雄）など）が、
現実の社会問題や政治関心、技術をめぐる倫理のありかたの問題とどうかかわりをもつかとい
う点に関する議論を深めることであった。そのような関心のもとで、一連の質的量的研究を実施
したわけであるが、得られた結論は「貴重な」ものであったといえる。つまり、以下のような点
が明らかになったのである。1）一見主観的で内面だけを重視するように見える日本的な「オル
タナティヴ」な思想や論理が現実世界・社会のおける「政治関心」、「地域活性化の問題」、「環境
問題への関心」、「企業倫理」、「情報技術への関心」などと強い関連性を示すこと。２）こうした
「 「オルタナティヴ」な思想や論理」は日本以外でも確認されたこと（東アジアや東南アジア
において、さらにはスウェーデンなど西洋の一部でも確認されている）。3）日本的な「オルタナ
ティヴ」な思想や論理は、「現実のアプリオリ」といった事態を介して「機械学習」や「数学」
（人工知能の計算に使われる偏微分方程式など）（これは「勾配ベクトル」という形で深層学習
における計算を可能にする数学的手法であるが、しかし、ある意味で、「勾配ベクトル」をもと
に「元の関数」を時間的に遡って構成しなおすという「構成主義的側面」を強くもつとも言える）
をとらえる視点を提供しうる。4）実際、日本的な「オルタナティヴ」な思想や論理は、「ロボッ
トの医療場面での使用」、「自動運転車の社会的・倫理的意味」などと関連性をもつことが意識調
査の結果明らかになっている。5）これは、思想的には、ヴァレラの思想（人間や生物が存在す
る以前のそれだけで確定した真理・科学・技術的真理の存在を否定する）やハイデガーの「技術
や技術に関するカテゴリーは人間存在に本来は深く根差す」、あるいは、日本の社会学者の大澤
（真幸）による「数学的論理の記述と「指し示し」の二重性」や西田的な「非本質主義」の議論
と関連させて考えると見えてくる問題である（つまり「 「 「オルタナティヴ」な思想や論理」
として）。 
 
３．研究の方法 
一連の量的研究を日本やアジア各地で実施し、さらには、スウェーデンでも調査を実施した（調
査対象者が必ずしも十分でなく結果の解釈に関しては慎重な姿勢が必要であるが）（しかし同時
にこれまでに実施されたことがないタイプの試行的研究として大きな意味をもつであろう）。こ
うした量的調査とあわせて日本内外の研究者と一連のディスカッションや情報交換を行い、わ
れわれが得た知見の内容がもつ意味について検討した。 
 
４．研究成果 



本研究の研究成果は、一連の実証的研究で得た知見そのものの意義とまたその知見がもちうる
解釈（質的研究）の両面で成り立つ。一連の実証的研究で得た知見そのものも重要であるが、し
かし、このような知見が、本研究の最終目的である「技術決定論に対するオルタナティヴな視点
の提示」につながるためには、実証的知見の内容がもつ解釈的なひろがりの可能性を同時に示す
必要がある。以下の「成果報告」はそのような考えのもとでまとめてある。 
 われわれが得た実証的研究の知見の内容は、「社会的犠牲（への共感」」、「失われつつある地域
社会の原風景的意味（への関心）」、「日本的な感性」（たとえば、「もののあはれ」と称されるよ
うな）（これはスウェーデンでの調査では、時間や人生のうつろいやすさへの感覚と残影的なも
のに象徴されるようなはかなさを通じての美意識の融合、というかたちで説明した）、「清貧の思
想（への共感）」等といったある意味では「脱・合理的で脱・論理的な意識や感覚」が人々の意
識の中に強く存在することの発見であった。こうした点への関心は、質的な議論のレベルでは従
来からさまざまなかたちでみられたものではあるかもしれないが、しかし、実証的研究を通じて
そうした意識が人々の内面を形成していることを明らかにしたのはおそらくわれわれの研究が
最初であると思われる。さらに、われわれはこうした内面的な意識が内面をこえて「技術的な問
題への関心」（ロボットや自動運転車の社会的意味など）、「政治問題への関心」、「公私のかかわ
りなどを含めてプライバシー意識」、「環境問題への関心」などと強く（かなり強く）連関してい
ることも明らかにした。このことも、われわれの研究ではじめてあきらかにされた点である（と
思われる）。 
 以上の量的研究の知見だけでも、十分な意味をもつはずではあるが、しかし、これでは、社会
には複数の価値観が存在するという従来みられたような結論でおわってしまう可能性もある。
そこで、われわれは、われわれの知見を、「現実のアプリオリ」的な性格をもつものとして解釈
しなおしてみた。これは一種の解釈図式ではあるが、この解釈図式は、われわれの見解では、技
術にも「現実のアプリオリ」がさまざまなかたちで関与しているという点の発見につながるもの
でもある。われわれの研究の最終段階では、こうした解釈の図式の妥当性をテーマにして、スウ
ェーデンの研究者らを含む内外の研究者と討論を重ねた。その結果、以下のような解釈図式を含
めた「質的知見」を得ることができた（以下のような解釈内容を得ることができた）。 
 １）「もののあはれ」的な現実もある意味で「現実のアプリオリ」にかかわるものであるかも
しれない。それはロボットが現実世界にあるべき条件をいわば「指し示す」と同時に、ロボット
が他の存在者、事物、社会的現実、人間存在などと矛盾しないで存在できるような条件を規定し
ている（可能な条件を規定している）という見方もできる。さらに「もののあはれ」的現実ある
いはそれにかかわる認識「もののあはれ観」は小林秀雄によれば、「「もののあはれ」とは何か」
という問いを内的に含んでいるものであった。さらに大澤真幸によれば「帰属性」に関する一つ
のありかた・「他者的な帰属性」にかかわるものであった。 「他者的な帰属性」 とは、近代西
洋的な「正確な記述としての論理が同時にその記述を真理として受けとめよという『指し示し』
でもある」という「帰属性」（つまりこれは何であるかという理解・承諾のありかたにかかわる
もので真理や事実がどこに由来するかという了解のありかたと連動する）をさらにメタ認識的
に規定するものである。明確な帰属性は特定の第三者のありかたにかかわる帰属性であるが、特
定の第三者にかかわらないがしかし事物や事象の帰属先を潜在的には規定しうる状態があり、
これを「他者的な帰属性」という。「もののあはれ観」やそれに類似する世界観・社会観・人間
観は日本固有のものであるように思えるが、しかし、実は日本以外のアジアあるいは西洋（西洋
についてはまだデータをさらに補足する必要がある）にも存在するものであることがわれわれ
の一連の調査で確認されている。 
 ２）「現実のアプリオリ」は以下のような問題とのかかわりの部分でも重要な示唆を与える。
～CartPole というゲームがあって強化学習の題材としてよく使われる。これは台座の上に連結
されている棒を倒さないように台座を左右に押していくゲームである。台座とポールは固定さ
れておらず、いわば手の上に棒を立ててその棒を倒さないように保つことができるかというこ
とを仮想世界の中で行うわけである。この場合も、仮想世界の中の台と棒ではあるが、現実世界
の台と棒の関係を機械計算の世界に持ち込む。この場合、台座の位置、台座の速度、棒の角度（棒
と台座の角度）、台座の速度、の 4 つの項目をどう調整させるかが問題になる。これを計算自体
で決定する方法はないので、4 つの条件がセットとなるケースを多数用意して、そのセットを利
用するという仕組みである。このような事例で興味深いのは、強化学習の世界には、現実の世界
ではあるような 4 つの具体的な物質的接触条件のようなものが成立しないことと、また、試行
錯誤を成立させる時間的条件もないことである。だから、4 つの条件は離散的な変数として扱い、
複数のマトリックスを用意して 4 つの条件の相互関係の状態を多数用意する。これは試行錯誤
とはいえないであろう。しかし、一方で、このような条件で行われる機械学習の「試行錯誤」が、
事物やエイジェントの場所に関わるユニーク性（同時に制限性、有限性）、「現実のアプリオリ」
の取り込みを可能にしているとも言える。機械学習における制約や有限性（誤差関数が連続的に
は数値を扱えず、あるステップと次のステップはかならず離散変数的なものとしての処理にな
る）は見方を変えれば制約であるが、計算を可能にする条件であるとも言える。このような機械
学習で使われる数学も（デジタルな処理が必要でかつ離散変数しかあつかえない計算機におい
ては必然的に近似計算になる） 「現実のアプリオリ」に深くかかわっていると言える。実際、
チューリングマシーンは、「計算できることは何か」という問いをその原理に組み込んでいると
も言え、「計算できるかどうか」は「現実の条件」に依存する。 



 ３）以上整理するならば、「現実の制限を通して現れる意味、Ereignis（生起）、出来事」の問
題がここで関わっているという見方ができる。（ Ereignis はハイデガーの用語である。）これは、
フッサールのいう「射影」の問題ともかかわる。サイコロのすべての面が一挙に見えないのはわ
れわれの存在がそうであるからである。その意味で（人間は）有限な存在である。しかし、その
有限性が、「諸現出を＜突破＞することで現出者が現れる」という「現実世界のアプリオリ性」
そのものと連動し、それをある意味で可能にしているとも言える。（機械学習もそれを利用して
いるという見方もできる。）これはたんなる憶測とかではなく、現実に、「射影」というアプリオ
リ性に関わることで、われわれが経験することである。つまり、これは理論ではあるが、諸現出
の多様な面と総合的な面を見るという人間の行為にかかわるものである。つまり「今あるもの」
と「今あるものを乗り越えて現れるもの」の関係性にかかわるものである。その意味で、これは、
単なる閉じた論理ではないし、われわれの現実的な実践と切り離せないものである。機械による
計算は、本質的には「経験主義」的なものである。つまり、計算し証明され実現される（ロボッ
トの制御とか）ことが「事実」や「真理」を「構成する」という世界観である。機械による計算
にみる「創発性」（たとえば、微分を近似計算で置き換えるというのもある種の創発性であろう）
に注目すれば、こうした「構成主義」的な側面はあらためて吟味すべき内容をもつが、しかし同
時に、機械計算を可能にしているのは、「現実のアプリオリ」でもある。ロボットが擬似身体的
なものをもつのは、むしろ「個物的なものが占める具体的で特定の場所の特性」を機械学習の回
路に取り込むためであろう。ロボットの肢はうまく動くためには、肢の関節の角度を調節しなけ
ればならない。これは計算によって調整されるわけだが、調整するための前提となる数値は「試
行錯誤」の場合と同様、計算の外の世界における事物のありかたに規定される。 
 ４）以下の表は、われわれが実施した 2020 年調査（福島、岩手、宮城在住の 25 歳から 44 歳
の男女 400 名が対象）（インターネットの利用者数と人口や世代別の人口構成の資料をもとに割
り当て法で調査を実施した）の結果の一部である。調査対象者の価値観・人生観に関する質問を
複数用意し（これは過去の関連調査の知見を参考にしている）（「社会的犠牲」、「地域社会への関
心」、「職場で苦労を共有しながら仲間と働くことの意味」、「清貧の思想への共感」（物質的豊か
さが人生で一番重要なものではないという意見への共感）、「技術がもつ価値形成的な意味への
考え」、「もののあはれ的価値観」、「針供養やロボット供養などが儀式がもつ意味への評価」など
の項目を織り込んでいる）の結果をまとめたものである。一連の価値観を因子分析すると、いく
つかの因子を得るが、これが一般的な価値図式のセットのようなものを構成していることがわ
かる。「職場でつらいことがあっても、そこは同僚と苦労などの経験を共有した場所であり、つ
らいからということでは職場をさりにくい」といった価値観などがまとまり、一連の価値観のセ
ットをつくっていることがわかる。「「職場でつらいことがあっても・・」という「もののみかた」
はある意味では、現実生活における苦労という事実を語っているように見える。しかし、同時に、
これはそのような事実を超えていこうとする志向性、あるいは「再帰的なものの見方」（つまり、
「苦労はある、しかし、それも現実の一面だ」というような二重の意識）でもあるといえよう。
実際、そうしたものの見方は、現実問題に全般に関する強い関心につながっているのである。比
喩的・象徴的な表現を使えば、ここにはある種の「現実のアプリオリ」（現実における問題の存
在の認識がより広い関心へのきっかけとなるという意味での）があるとも言える。 
 
表１ 人生への意味への志向性と社会的問題への関心度の相関係数（N＝400）（2020 年実施）

（福島・岩手・宮城在住の 25 歳から 44 歳までの男女 400 人対象） 

  

(1) （日本の）

国内の政治問題                                            

(2) 地球環境問

題 

(3) 自分の出身

地や現在住んで

いる地域の町づ

くり・村おこし・

地域活性化 

（4）自動運転車

普及による交通

事故の減少 

日本的価値自然性（自然さの重視・

わざとらしさなど作為的なものへの

批判） 

.127* 

（相関係数） 

.134** .043 .176** 

.011(有意性) .007 .392 .000 

N=400 400 400 400 



日本的価値（無私・犠牲・はかなさ・

まごころへの共感） 

.155** .210** .308** .143** 

.002 .000 .000 .004 

400 400 400 400 

日本的価値共生社会への指向性（価

値観の共有への志向性） 

.691** .778** .640** .676** 

.000 .000 .000 .000 

400 400 400 400 

 
 ５）以上、まとめると、「いわゆる述語的思想」、「存在論的な価値観」、「社会的犠牲に関する
深い共感」、「「先行的な帰属性（真理がどこに帰属するかという問いにかかわる）（論理以前の意
味の所在が現実世界への関心を規定するという考え）への関心」等というものが、現実の世界に
広く存在することは、一連の調査を含む、質的量的研究の結果、明らかである。このような「意
味」や「問い」に関する関心は、日本だけでなく、東アジア全般、さらに西洋の一部（一部とい
うのは、われわれの研究はスウェーデンなど一部の国や地域でしか行われていないので、とりあ
えず「一部」と言っておく）でも存在する。さらに、こういった「人生観」、「価値観」は、「ロ
ボット」、「人工知能」、「技術と人間の相互性のありかた」、「環境問題への関心」なども強く「規
定」している（時間的に言えば、「もののあわれ」的な関心はロボットや人工知能の登場以前か
ら存在するはずなので、「規定する」という表現を使ってもおかしくないはずである）。実証的に
明らかにできたのは、以上のような点についてであるが、しかし、「もののあわれ」や「存在論
的な意識や関心」の「論理的先行性」やそれが関わる「現実的なアプリオリ」（機械学習におけ
る「試行錯誤」は人工知能の内的な閉じた世界では設定できない）の問題を考えると、この問題
はさらに、人工知能の基盤にある数学的な世界の「意味」について考える入り口になっていると
いう見方もできるように思われる。たとえば、Deleuze が指摘した問題などについて考える糸口
も見えてくる。 
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